
第７期高津区地域福祉計画
（案）の概要について

令和６（2024）年度～８（2026）年度



高津区地域福祉計画とは
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「高津区地域福祉計画」

高津区は現在、年少人口割合、生産年齢人口割合と

もに市の平均を上回っている若い区ですが、数年後に

は65歳以上の人口の割合が21％を超える超高齢社会が

到来すると見込まれています。

この超高齢社会の到来に伴う様々な課題に対応する

には、これまでの制度の枠組みで言われている「支え

る側」「支えられる側」という従来の関係を超えて、

人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがい

や役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことので

きる地域や社会を創っていく必要があります。

高津区地域福祉計画は、こうした地域や社会を創る

ための取組をまとめたものです。



高津区の現状(1) 高津区の総人口と世帯数の推移
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人口はわずかに減少、世帯数は増加傾向、1世帯あたりの人員は減少傾向
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資料：川崎市の統計情報「町丁別世帯数・人口」

各年9月末日現在、令和2年６月末日現在)



高津区の現状(2) 高津区のひとり暮らし高齢者数の推移

3

ひとり暮らし高齢者は男女とも増加傾向

資料：国勢調査（各年10月1日現在）
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計画策定の流れ

4



基 本 理 念
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計 画 の 体 系 ①
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生涯を通じた健康づくりを進める基本方針１

つながるきっかけや居場所をつくる基本方針２

地域活動を支援し担い手を広げる基本方針３

必要な情報を確実に届ける基本方針１

相談しやすく支援を受けやすい仕組みをつくる基本方針２
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計 画 の 体 系 ②
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地域で見守り、支え合う基本方針１

誰もが安心して暮らせるまちをつくる基本方針２

防犯・防災のまちづくりを進める基本方針３

住み慣れた場所の福祉・医療体制を整える基本方針１

区民・地域団体・行政がつながり協力する基本方針２

基本目標４

区民・地域団体・
行 政 で 支 え 合 う
ネ ッ ト ワ ー ク
づくり

基本目標４

区民・地域団体・
行 政 で 支 え 合 う
ネ ッ ト ワ ー ク
づくり

基本目標３

見 守 り ・ 安 心 ・
安 全 が 結 び つ く
仕組みづくり

基本目標３

見 守 り ・ 安 心 ・
安 全 が 結 び つ く
仕組みづくり
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第７期計画における重点項目

8

重点項目１ 生涯を通じた健康づくりを進める

重点項目２ つながるきっかけや居場所をつくる

重点項目３ 必要な情報を確実に届ける

働き盛りの40代後半～50代前半の世代の区民を主なターゲットに健康
づくりに関する積極的な情報提供を行うほか、食生活や介護予防に関す
る講座を開催します。併せて、若い世代に対する禁煙教育や健康相談、
全世代を対象にした出前講座の開催、高津公園体操の推進など、様々な
取組を通して生涯を通じた健康づくりを支援します。

子育て世代の転入者に対する交流の場の提供、両親学級・子育て支援
講座を通した保護者同士の交流の促進、シニア世代を対象とした講座の
開催、親子運動会、どんなもんじゃまつりなど行事を通した地域の交流
の促進などを通し、区民一人ひとりがつながる機会づくりや居場所づく
り、地域活動の支援と情報発信を行っていきます。

冊子、チラシ、インターネットやSNSなど様々な媒体を通して子育て
や地域で行われている福祉活動、その他区が実施している保健・福祉事
業に関する情報発信を行うとともに、必要な時に必要な情報にアクセス
し、活用できる取組を進めていきます。



9

基本目標１ 区民が主役の地域づくり基本目標１ 区民が主役の地域づくり

基本方針１ 生涯を通じた健康づくりを進める

基本方針２ つながるきっかけや居場所をつくる

基本方針３ 地域活動を支援し担い手を広げる

基本方針４ 地域情報の活用を進める

基本目標ごとの具体的な取組（一部抜粋）
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● 若年世代からの健康づくりの推進

● 高津公園体操の推進

● ソーシャルデザインセンターの活性化に向けた取組

現在40代後半～50代前半の人口ボリュームゾーン（働き盛り世代）が
2040年には65歳以上となり、2050年に高齢者人口がピークとなるため、
元気なうちから健康への意識づくり・情報収集など老後の備えができる
よう広報を行います。

健康づくり、介護予防、コミュニティづくりのための「高津公園体
操」を町内会・自治会、民生委員児童委員、ヘルスパートナー高津、地
域包括支援センター等と連携して、活動の立ち上げや継続を支援すると
共に見守り活動や多世代交流の場として地域への広がりを推進します。

区内の多様な主体、地域資源、活動のつながりづくりの取組や地域課
題の解決に向けた仕組みそのものを「高津区ソーシャルデザインセン
ター」と位置づけ、特定の場や組織にこだわらず、区民、団体、事業者
など多様な主体がつながり、強みを持ち寄り、アイデアをみんなで実現
するまちづくりに向けた取組を進めます。
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基本目標２ 区民に寄り添った福祉サービスの提供基本目標２ 区民に寄り添った福祉サービスの提供

基本方針１ 必要な情報を確実に届ける

基本方針２ 相談しやすく支援を受けやすい
仕組みをつくる
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● 地域子育て支援事業の充実に向けた情報発信

● 地域包括ケアシステムの構築に向けた情報提供

● 乳幼児のための各種相談事業の実施

区内保育施設の紹介及び地域支援事業について掲載する冊子を発行す
るほか、情報をタイムリーに提供できるよう毎月のおたよりや事業のチ
ラシを発行します。また、子育て親子の交流・相談の場として地域子育
て支援センターのリーフレットを発行し利用の拡大を図ります。

市政だより等を活用し、区内で行われている自助や互助の活動やまち
のひろば（気軽な居場所）を紹介するなど、地域包括ケアシステムの構
築に向けた情報提供の充実を図ります。また、地域で行われている福祉
活動についてリレー形式でホームページで紹介する「たかつハートリ
レー」を実施するほか、地域包括ケアシステム講演会・報告会を開催
し、地域活動の活性化を図ります。

乳幼児を持つ親が安心して子育てできるように、育児相談、発達に関
する相談、虐待予防事業・相談、アレルギー相談、離乳食や幼児食の教
室を実施するほか、体験保育、親子でランチ、子育て相談などの各種相
談事業を実施し、支援体制を充実します。他にも「子育て何でも聞いて
みよう！」事業を実施し、電話、メールのほかオンラインにも対応した
在宅での相談にも応じます。
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基本目標３ 見守り・安心・安全が結びつく仕組みづくり基本目標３ 見守り・安心・安全が結びつく仕組みづくり

基本方針１ 地域で見守り、支え合う

基本方針２ 誰もが安心して暮らせるまちをつくる

基本方針３ 防犯・防災のまちづくりを進める
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● 学習支援・居場所づくり事業

● 見守りのネットワークの推進

● 自主防災組織への支援

生活保護を受けている世帯の小学3～６年生及び中学生を対象に個別
学習支援を行い、生徒の高校進学率向上を図り、「貧困の連鎖」に歯止
めをかけることをめざすとともに、子どもの居場所づくりを行います。

地域住民と接することの多い民間事業者と連携し、新聞や郵便物がた
まっている等、日常業務の中で住民の異変に気付いた場合に区役所へ連
絡をもらう見守り活動を実施します。また、地域からの高齢者の異変等
の相談への対応や、必要とされる見守りを、地域包括支援センターや民
生委員・老人クラブ等と連携しながら実施します。

「自主防災組織活動助成金」や「防災資器材購入補助金」の補助申請
の取りまとめを行うと共に、活動や組織を側面的に支援します。また、
高津地区・橘地区ごとに合同の防災訓練を実施するほか、避難所運営会
議、防災ネットワーク連絡会議の充実を図ります。
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基本目標４
区 民 ・ 地 域 団 体 ・ 行 政 で 支 え 合 う
ネットワークづくり

基本目標４
区 民 ・ 地 域 団 体 ・ 行 政 で 支 え 合 う
ネットワークづくり

基本方針１ 住み慣れた場所の福祉・医療体制
を整える

基本方針２ 区民・地域団体・行政がつながり
協力する
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● 高津区子ども・子育てネットワーク会議等の開催

● 地域自立支援協議会の開催

● 自助・互助の促進に向けた地域福祉活動の支援

子ども・子育てに関わる市民と関係団体・機関が情報交換等を行い、
ネットワークの推進を図ります。

地域における障害者の支援体制に関する課題について情報を共有し、
関係機関と連携を図りながら地域の実情に応じた体制の整備を推進しま
す。

地区社会福祉協議会と連携し、高齢者のミニデイケアや会食会等での
ボランティア活動を支援することで、各地域の自助・互助の促進に向け
た取組を行います。



ライフステージ（世代）に合わせた事業・取組
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・高津公園体操の推進 

・介護予防活動の推進 
・シニア世代等を対象とした事業の開催 

・認知症の普及啓発 

・認知症にやさしいまちづくりの推進 

・見守りのネットワークの推進 

・認知症等行方不明 SOS ネットワーク事業の推進 

・ひとり暮らし等高齢者見守り事業の推進 

・成年後見制度への対応の実施 

・在宅医療の普及・啓発 

80 歳 90 歳～ 70 歳 60 歳 50 歳 40 歳 

・高齢者・障害者虐待相談支援の実施 

・感染症・食中毒予防及び衛生的な住環境確保の啓発 

・市民の衛生的な住環境の相談・支援 

・ペットの防災対策の推進 

・高津安全・安心まちづくり支援事業の実施 

・自主防災組織への支援 

・親子運動会の開催の 

支援 

 

 

・多文化共生の推進 

・多世代交流の推進 

・健康づくり活動グループへの支援 

・健康づくりボランティアの養成と活動支援 

・食生活改善推進員の養成と活動支援 

・地域自立支援協議会の開催 

 

・要援護者対策に向けた町内会・自治会、 

自主防災組織、民生委員児童委員との連携強化 

・公園等における愛護活動への支援 

・配食等ボランティアへの活動支援 

・地区カルテ等を活用した地域ごとの情報の集約と 

見える化 

・地域包括ケアシステムの構築に向けた情報提供 

・地域包括ケアシステム構築に向けたネットワーク 

会議の開催 

・地域の介護予防活動やミニデイ等への支援 

・老人クラブ、友愛チームによる地域活動への支援 

・介護者家族会への運営支援 

・地域包括支援センターでの相談支援 

・高津区在宅療養推進協議会との連携 

・自助・互助の促進に向けた地域福祉活動の支援 


